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浜名湖および浜松低地の砂州地形

松 原 彰 子

1.は じめ に

 日本の海岸低地には，海岸線に平行に延びる細長い高まり地形 「砂州地形」が共通し

て分布する。また，同様の地形は湾や潟湖を塞 ぐ形でも分布 している。これらの地形

は，完新世における海面変化に対応して発達してきた。すなわち，完新世前半の海面上

昇期には，内陸側に向かって砂州(沿 岸州 とも呼ばれる)が 発達 していったのに対し
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浜名湖および浜松低地の砂州地形
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図2 浜名湖調査地域図

  遺跡 分布は，静 岡県教育 委員会(1989)に よる。湖 内の破線 は，等深線(m)。
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 図3 浜松低地調査地域図

    遺跡分布は，浜松 市博物 館(1996)に よる。

て ，完 新 世 後 半 の 海面 低 下期 に は ， 浜堤(あ る い は砂 堤)が 海側 に付 加 す る形 で発 達 し

て い っ た(Matsubara，1988； 松 原 ，1989)。 こ う した 発 達 過 程 は ， 現 在 の砂 州 地 形 お よ

び そ の周 辺 部 の形 態 に か か わ らず ，共 通 す る こ とが 明 らか に さ れ て い る(松 原 ，2000)。

 本研 究 で は ，砂 州 が 内湾 を 閉塞 した こ とで形 成 さ れ た 浜名 湖 と， そ の東 側 に位 置 し，

浜 堤 列 が発 達 す る浜 松 低 地 を対 象 に して ， そ れ ぞ れ の砂 州 地 形 の特 徴 を 明確 にす る(図

1，2，3)。 また 浜 名 湖 につ い て は ，湖 底 の オ ー ル コ ア ボ ー リ ン グ試 料 中 の 有 孔 虫 化 石

群 集 解 析 に基 づ い て ，砂 州 地 形 に よ る 内湾 の 閉塞 お よ び潟 湖 の形 成 過 程 を考 察 す る。

2.地 形お よび地質の特徴

浜名湖は日本を代表する汽水湖(海 跡湖)の 一つであり，北側を中 ・古生層から成る

                  一22一



             浜名湖およU浜 松低地の砂州地形

山地，東側を更新世の三方原台地，西側を天伯原台地に囲まれ，南側を遠州灘沿いに発

達 した砂州地形によって塞がれている。奥行き約12kmの 浜名湖の湖岸線は複雑で，

い くつかの入江が存在する(図2)。

 浜名湖は，最終氷期の最低海面期に形成された谷地形に，その後の海面上昇による海

進が及んでつ くられたものと考えられている(池 谷ほか，1990)。 また，浜名湖の湖口

では砂州による完全な閉塞と，津波などによる決壊とが繰 り返されていたと推定される

(たとえば，池谷，1988)。

 浜名湖湖底の中央部には，東西に連なる水深5mほ どの緩斜面が形成されてお り，

その北側では水深9～12mを 示すのに対 して，南側では水深4m以 浅 になる。一

方，湖底堆積物は，湖の中央から奥にかけてと入江では泥質であるが，湖口部では砂が

卓越 している(lkeya and Handa，1972)。 湖口の内側には砂質堆積物から成る高まり
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  池谷(1988)， 池谷 ほか(1990)に 基づ いて作成。
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の地形が認められ，その内陸側が湖底中央部の緩斜面にあたる。この地形は，砂州地形

の潮流口を通 して外洋の砂が運ばれてできた上げ潮潮汐三角州(flood tidal delta)と 考

えられる(斎 藤，1988)(図4)。

 浜名湖東側の三方原台地南縁に広がる浜松低地の地形は，6列 の砂州地形(浜 堤

列 ：内陸側か ら順に砂州1～VIと 呼ぶことにする)に よって特徴づけられる。砂州地形

は，低地の東部では6列 が明瞭に区別できるが，西部では砂州IIの 連続性が見 られな

くなり，さらに砂州III～Vの 境界が不明瞭になって，浜名湖の湖口付近では3列 に収

れんする(図3)。

 低地西部の砂州1とIIIの 間には水域が広が り，周辺には養魚場が密集 している。ま

た，低地全体で砂州Vと 現在の海岸線沿いに発達する砂州VIと の間の堤問湿地にも養

魚場が分布する。

 浜松低地の地質は全体に砂質堆積物(砂 ない し砂礫)が 卓越 してお り，これらは砂州

地形の構成層 と考えられる。ただし，表層付近(海 抜高度約 一5m以 浅)で は，堤間

湿地を中心に泥炭質のシル ト・粘土層が認められる(図5)。
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浜名湖および浜松低地の砂州地形
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 今回，浜松低地において年代資料を得 ることはで きなかったが，浜名湖湖岸の地点

Mk(村 櫛地区)の 砂質堆積物か らは，縄文海進最高頂期 を示す3件 の14C年 代測定値

が得 られた(図6)。

3.有 孔虫化石群集による古環境復元

 浜 名 湖 の 生 い立 ち を明 らか にす る 目的 で ， 湖 底 堆 積 物 の オー ル コ ア ボー リ ン グが 行 わ

れ た(図2の 地 点H1～H 4)(池 谷 ，1988； 池 谷 ほ か ，1990； 池 谷 ，2000)。 こ の う

ちの 地 点H2とH3の 試 料 につ いて ， 有 孔 虫 化 石 群 集 の 解 析 を行 っ た。
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 古 環 境 を推 定 す る 際 ， 閉塞 環 境 の指 標 種 と して 、4mmonia beccayii forma Aを ， 一

方 ，沿 岸 水 流 入 の指 標 種 群 と してBolivina robusta， 必砌40〃0η'0ηノ砂0”∫6〃〃Z， Quinquelo-

culina seminulumに 注 目 した。 さ らに ，外 洋 水 流 入 の指 標 と して浮遊 性 有 孔 虫 の産 出頻

度 を考 慮 した。

(1)地 点H2(図7)

 地 点H2(水 深5.Om)は ， 湖 中 央 部 や や 奥 の上 げ 潮 潮 汐 三 角 州 末 端 の緩 斜 面 上 に位

置 す る(図2)。 本 地 点 で は，28層 準 の試 料 の分 析 を行 っ た結 果 ，本 層 は底 生 有 孔 虫 化

石 群 集 組 成 お よ び浮 遊 性 有 孔 虫 産 出 頻 度 の 変 化 に よ っ て， 以 下 の5帯(1～V)に 区

分 す る こ とが で きる(図7)。

1帯 ：海 抜 高 度 一46.4～ 一42.9m(推 定 年 代 ：11，000～10，000年 前)

 有 孔 虫 化 石 が 産 出 しな い こ とか ら， 海 水 の影 響 は ま だ小 さか っ た もの と考 え られ る。

H帯=一42.9～ 一36.2m(10，000～8000年 前)

 内 湾 砂 質 底 種 のElphidium advenum が 最 も 多 く産 出 し， こ れ にAmmonia bec-

carii， 岩礁 地 の 海 藻帯 付 着性 種 で あ るE. reticulosum が 随 伴 す る。 沿 岸 水 の 流 入 を示

す 有 孔 虫 種 群 や 浮 遊 性 有 孔 虫 は産 出 しな い。 本 層 は， 内湾 形 成 初 期 の 堆 積 物 と推 定 され

る。

皿帯 ：一36.2～ 一28.6m(8000～7000年 前)

 Ammonia beccarii forma B， Cと ， 砂 質 底 種 のElphidium advenumが 多 く産 出 し， 沿

岸 水 流 入 の 指 標 種 群 お よ び浮 遊 性 有 孔 虫 が 出 現 す る よ う に な る。 したが って ， 本 層 の 堆

積 期 に は沿 岸 水 ・外 洋 水 の 影 響 が 及 ぶ よ う に な った とい え る。

IV帯 ：一28.6～ 一14.6m(7000～6300年 前)

 砂 質 底 種 で 沿 岸 水 流 入 の 指 標 で もあ るPseudononion japonicumが 優 勢 に な る。 ま

た ， 浮 遊 性 有 孔 虫 産 出 頻 度 も5%前 後 を示 す 。 砂 質底 種 が 多 く産 出 す る こ とは ， 本 層

の 層 相 が砂 質 で あ る こ と に対 応 して い る。 本 層 の堆 積 期 には ， 湾 外 か らの 海 水 の 流 入 と

共 に砂 が 供 給 され る環境 で ，砂 州 地 形 の 発 達 が 進 行 して い た と考 え られ る。

V帯 ：一14.6～ 一5.Om(6300～700年 前)

 Ammonia beccariiが 優i勢に な り， 中 で も閉塞 環 境 を示 すAmmonia beccayii forma A

の 占 め る割 合 が 増 加 す る。 さ ら に， 低 塩 分 濃 度 の 環 境 に生 息 す る砂 質 殻 有 孔 虫(Tro-

chammina spp.， Haplophragmoides spp.)も 出 現 す る よ う に な る。 これ に対 して ， 沿岸
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             浜名湖および浜松低地の砂州地形

水の流入を示す有孔虫種群の占める割合は少なくなる。このことか ら，内湾が砂州地形

の発達によって潟湖化 し，閉塞的な環境に変わっていったものと推定 される。

 以上の結果は，次のようにまとめられる。

10，000年前頃には本地域 に海水の影響が及び始め，内湾の形成が進行 した。お よそ

8000年 前 までは，沿岸水 ・外洋水の流入はきわめて少なかったが，それ以降になる

と，沿岸水お よび外洋水の流入が増加 した。一方，7000年 前頃には砂州の形成が進
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  14C 年代 測定値 は，池谷(1988)に よる。
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み ， 約6300年 前 以 降 に は， 砂 州 に よ る 閉 塞 の 影 響 が 内 湾 の 環 境 に 現 れ る よ う に な っ

た 。

(2)地 点H3(図8)
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図8 浜名湖地点H3に おける有孔 虫化石群集変遷

  a. 閉塞環境 の指標(A〃amonia beccarii formaA)の 産出頻度

  b. 沿岸水流入の指標の産出頻度

  14C年 代測定値 は，池谷(1988)に よる、

匡∋ 鬮
a    b

一28一



             浜名湖お よび浜松低地の砂州地形

 地 点H3(水 深5.Om)は ， 湖 の ほ ぼ 中 央 部 の 上 げ潮 潮 汐 三 角 州 上 に位 置 す る(図

2)。 本 地 点 で47層 準 の 試料 に つ い て分 析 を行 っ た 。 そ の結 果 ，本 層 は底 生 有 孔 虫化 石

群 集 組 成 お よ び 浮遊 性 有 孔 虫 産 出 頻 度 の 変 化 に よ っ て ，以 下 の8帯(1～VID)に 区分

され る(図8)。

1帯 ：海抜 高 度 一55.0～ 一52.4m(推 定 年 代 ：11，000～10，000年 前)

 有 孔 虫 化 石 が 産 出 しな い こ とか ら， こ の 時 期 に は まだ 海 水 の 影 響 が ほ と ん ど及 ば な

か った もの と推 定 され る。

H帯 ：一52.4～ 一44.8m(10，000～7700年 前)

 有孔 虫化 石 が 産 出 した の は2層 準(海 抜 高 度 一51.9m， 一48.Om)の み で ， A〃2〃20-

nia beccariiが 大 半 を占 め る。 沿 岸 水 流 入 の指 標 種 群 は ほ とん ど産 出せ ず ，浮遊 性 有 孔

虫 も1層 準(海 抜 高 度 一48.Om)で 出現 した だ け で あ る。 本 層 堆 積 期 は 内 湾 形 成 の 初

期 で ， 沿岸 水 お よび外 洋水 の影 響 は まだ小 さか っ た もの と考 え られ る。

皿帯 ：一44.8～ 一40.4m(7700～7600年 前)

 Ammonia beccayiiと 共 に， 砂 質 底 種(Elphidiu〃2 advenum，Pseudononion japonicum)

が多 産 す る 。 沿岸 水 流 入 の指 標 種 群 ， 浮遊 性 有 孔 虫 が 共 に増 加 す る。 した が っ て ， この

時期 は 内 湾 の拡 大 期 で ，沿 岸 水 ・外 洋 水 の流 入 が増 加 しつ つ あ っ た もの と推 定 され る。

IV帯 ：一40.4～ 一34.5m(7600～7500年 前)

 Ammonia beccarii forma B， Cと ，砂 質底 種 で 沿岸 水 流 入 の 指標 と もな るPseudonon-

ion japonicu〃aが 優 勢 に な り， 浮 遊 性 有 孔 虫 が 産 出す る一 方 で ， 閉 塞 環 境 を示 すA〃2〃20-

nia beccarii forma Aは 出現 しな くな る 。 した が っ て ， こ こで は沿 岸 水 お よび外 洋 水 の

影 響 が さ らに 大 き くな っ た もの と い え る 。 本 層 の 層 相 がII・III帯 の シ ル トか ら， 砂 混

じ りシル トに変化 す る こ とか らみ て ，湾 外 か ら海水 と共 に砂 の流 入 も増 加 し，砂 州 の形

成 が 本格 化 した もの と推 定 され る 。

V帯 ： 34..5～ 一32.8m(約7500年 前)

 泥 質底 種(Buliminella elegantissima， Elphidium somaense)が 増 加 す る一 方 で ，沿 岸

水 の流 入 を示 す 有 孔 虫種 群 と浮遊 性 有 孔 虫 は減 少 す る。 本 層 の堆 積 期 に は ，一 時 的 に沿

岸 水 ・外 洋 水 の影 響 が小 さ くな っ た こ とが考 え られ る。 この 時期 は ，堆 積 相 が細 粒 化 す

る 時期(斎 藤 ，1988)に 一 致 して い る。

VI帯(一32.8～ 一21.5m)(7500～7300年 前)

 沿 岸 水 流 入 の指 標 種 群 と， 浮遊 性 有 孔 虫 が再 び増 加 す る。 沿 岸 水 流 入 の指 標 種 群 の う
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ち ，砂 質底 種 のPseudononion japonicumが 最 も優 勢 に な る。 こ れ は ，本 層 の 層 相 が 砂

で あ る こ とに対 応 す る。 本 層 は ，沿 岸 水 ・外 洋 水 の流 入 が 再 び増 加 し，砂 州 の発 達 が さ

らに進 ん だ 時期 の堆 積 物 と推 定 され る。

Vd帯(一21.5～ 一10.Om)(7300～6900年 前)

 砂 質底 種 で 沿 岸 水 流 入 の 指 標 で もあ るPseudononion japonicum が 最 も優 勢 で あ る

が ，VI帯 に比 べ て有 孔 虫化 石 の種 数 は少 な くな る。 また ， Ammonia beccarii forma A

が 出現 す る よ うに な る。 これ らの こ とは ，砂 州 地 形 の形 成 に よっ て 内湾 が 閉塞 的 な環 境

に な り始 め て い た もの の ， まだ湾 外 か らの海 水 の影 響 が 及 ん で い た こ とを示 す 。

Vll[帯(一10.0～ 一5.5m)(6900年 前 以 降)

 有 孔 虫化 石 が 産 出 しな い こ とか ら， 閉塞 環 境 が 進 行 した とい え る。

 以上のことか ら，地点H3で も地点H2の 結果 と同様 に，お よそ10，000年 前以

降，海水の影響が及ぶようになるが，7700年 前頃までは，まだ沿岸水 ・外洋水の影響

は小 さかった。その後，沿岸水および外洋水の影響が増加 し，およそ7600年 前以降，

砂の堆積が始 まる。ここで，堆積速度は急激に増加する(平 均堆積速度49mm/yr， そ

れ以前は3.2mm/yr)。 このことは，湾外か らの海水の流入に伴 って砂の供給が急速に

行われたことを示している。ただし，約7500年 前には一時的に沿岸水の影響が小さく

なる時期が存在する。これは，斎藤(1988)が 指摘 したように，海進過程における一時

的な海進速度の減少あるいは海水準の低下によるもa)の可能性がある。その後7000年

前前後か ら，砂州による閉塞の影響が内湾の環境に現れるようになる。

4.浜 名湖における砂州地形の発達過程

 浜名湖湖底のオールコアボーリング試料の有孔虫化石群集解析か ら，浜名湖における

砂州地形の発達過程を，次のように推定することがで きる。

 現在の浜名湖 に内湾が形成され始めたのは，およそ10，000年 前であった。その後の

海面上昇に伴って内湾は拡大 していったが，8000～7000年 前になると湾外か らの海水

の流入が特に強 くなった。この とき湾口付近では，すでに砂州地形の形成が始まってお

り，その内側には沿岸水の流入 と共に運ばれた砂が上げ潮潮汐三角州を形成 していた。

ただし，この段階ではまだ砂州地形による閉塞の影響は現れていなかった。これに対 し
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            浜名湖および浜松低地の砂州地形

て，700G～6000年 前になると，砂州地形(砂 州1)に よる閉塞が内湾の環境 に影響を及

ぼすようにな り，内湾は潟湖化 していった。 さらに，地点H2， H 3の 約4000年 前以

降の堆積物がきわめて薄 くなることから，この時期には沿岸から湖内への堆積物供給量

が減少 したと考えられる。すなわち，最 も内陸側の砂州地形(砂 州1)は4000年 前頃

には完成 し，海側に新たな砂州地形が付加する段階に移ったものと推定される。

5.遺 跡 分 布

 浜名湖お よびその沿岸では，湖口部の湖底 を中心に縄文時代の遺跡が発見 されてい

る。また，湖口西側の砂州地形上には，古墳時代 と歴史時代の遺跡が多 く分布する(図

2)0

 一方，浜松低地においては，縄文時代の遺跡は砂州1お よび砂州1一 砂州II問 の低湿

地上に限定される。また弥生時代の遺跡は，砂州1，IIIお よびこれらの堤問湿地に分布

する。さらに古墳時代 と歴史時代の遺跡 は，砂州1か らVの 上 に分布 している(図

3)0

 以上のように，遺跡は砂州地形上を中心に分布 していることか ら，砂州地形が人間活

動の拠点になっていたことがわかる。また，砂州地形(浜 堤列)の 海側への発達に伴っ

て，人間活動の場が拡大 していったことが読み取れる。一方，湖底遺跡を含む湖口部の

遺跡は，上げ潮潮汐三角州上に位置 してお り，そこが縄文時代の一時期に陸化していた

ことを示す。

6. ま とめ

 浜名湖と浜松低地において地形および地質の解析を行い，さらに浜名湖で化石有孔虫

の分析を行った結果，浜名湖を閉塞 している砂州地形の起源は少な くとも8000～7000

年前までさかのぼることが明らかになった。その後7000～6000年 前には，砂州地形に

よる閉塞の影響が内湾の環境に現れるようになり，およそ4000年 前には最 も内陸側の

砂州地形が完成 した。
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 一方，浜松低地においては年代資料が少なく，砂州地形の十分な発達過程を考察する

ことはできなかったが，砂州地形 と遺跡分布 との関係から，砂州地形(浜 堤列)の 海側

への発達に伴って人間活動の場が拡大 していった過程が明確になった。

 今後は，浜松低地において，年代資料および堆積環境を復元するための地質試料を蓄

積 して，砂州地形の詳細な発達過程を復元することが必要になる。

 地点Mkに おける3件 の14C年 代測定は名古屋大学年代測定資料研究センターの中村

俊夫教授にお願いした。ここに，お礼を申し上げます。

 本研究は，平成12年 度科学研究費補助金(基 盤研究(B)(1))，「完新世後期 における海

岸域の地形環境動態に関する研究」(研究代表者 ：海津正倫)(研 究課題番号 ：11480020)

の一部を使用した。
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